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薬剤の系統名 薬剤名 予防効果 治療効果 希釈倍数
使用時期

（収穫前日数）
本剤の

使用回数
有効成分の
総使用回数

有機塩素+ｱﾐﾉ酸
ｱﾐﾄﾞｶｰﾊﾞﾒｰﾄ プロポーズ顆粒水和剤 ○ ◎ １０００倍 ７日前 ３回以内

ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟ
ﾛﾋﾟﾙ：3回以内、
TPN：6回以内

ﾌｪﾆﾙｱﾏｲﾄﾞ+有機
硫黄 リドミルＭＺ水和剤 ○ ○ ５００～７５０倍 ７日前 ３回以内

ﾏﾝｾﾞﾌﾞ：5回以内、
ﾒﾀﾗｷｼﾙ：4回以内

※

ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞ+ｵｷ
ｻｿﾞﾘｼﾞﾝｼﾞｵﾝ

ホライズンドライフロブル ○ ○ ２５００倍 ３日前 ３回以内 ｼﾓｷｻﾆﾙ：3回、
ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ：3回以内

有機硫黄 ジマンダイセン水和剤 ○ × ４００～６００倍 ３日前 ５回以内 ５回以内

有機塩素 ダコニール１０００ ○ × １０００倍 ７日前 ６回以内 ６回以内

※ﾒﾀﾗｷｼﾙ：4回以内（種子粉衣は1回以内、播種後は3回以内）

 
 

                                       のべと病が発生しています！

　　　薬剤感受性低下を避けるため、同一系統薬剤の連用はさけましょう
　　　　農薬の使用にあたっては、ラベルの表示事項を守りましょう

早生品種でべと病が発生している
圃場が確認されています

発病前の予防散布がポイントです！

　発病残渣は伝染源になりますので、速やかに取り除いて処分しましょう

耕種的防除

化学的防除
　発病を確認した圃場では、
  プロポーズ顆粒など治療効果の高い農薬で防除しましょう

たまねぎ べと病

発生予報

 気温が高く、降雨が続く場合は
被害がまん延するおそれがあります

たまねぎ

主なたまねぎ べと病剤


